
第5次総合計画基本計画素案作成シート

「ひと」のチカラを育むまち～輝く人づくり～ ４　取り組み
市民 事業者・団体等

1　10年後に目指したい将来像

３　10年後に目指したい三田の状況 行政
① 保育サービスの充実による子育て支援

② 生きる力の基礎を培う幼児期の教育・保育の推進による子どもの育ちの支援

③ 特別な支援が必要な子どもたちへのアプローチ

④ すべての子どもの円滑な学びや育ちに向けたアプローチ

⑤ 就学前教育・保育を支える基盤の確保

⑥

５　成果指標

◆主要な条例・規則◆

◆関連計画◆

乳幼児期の育ち4

保護者の保育ニーズを的確に把握するとともに、必要な保育量を確保し、それに応じた保育人材の確保と保育サー
ビスの充実に努めます。

市立幼稚園の再編による望ましい集団規模の確保とあわせて、就学前教育・保育施設の公民連携や小学校との円
滑な接続を図ることで、市全体の就学前教育・保育の充実を図ります。

市内の就学前教育・保育施設において、特別な支援を必要とする子どもたちが教育・保育を受けられるよう、人材を
確保するとともに、研修や市内療育施設との連携等により教育・保育の質の向上を図ります。

具体的な連携の取り組み等を発信し、共有することで就学前教育・保育施設と小学校の連携強化を図ります。また、
就学前教育・保育施設に就園していない子どもたちに対して、家庭教育への支援や施設で実施される未就園児向
けプログラム等を通じた子どもの育ちの支援を図ります。

少子化の進展に対応できるよう、子育て支援・子どもの育ちの支援を担う基盤としての就学前教育・保育施設が持続
可能となるよう検討するとともに、多様かつ高度な教育・保育に対応できる人材確保と質の向上の支援に努めます。

◆子育て支援活動や日常的な声かけ等を通じて、子ど
もたちが健やかに成長し安心して子育てができる環境
づくりに取り組みます。
◆保護者がさまざまな機会を通して子育てについて学
びます。

◆子どもを持つ親が安心して働けるよう、子育てと仕事
が両立できる職場環境づくりを進めます。
◆子どもの安全面や乳幼児を抱える家族に配慮した施
設の整備等に努めます。

少子化や保育率の上昇が進む一方で、
幼保一元化が進まず、市内就学前施設に
おける質の高い幼児教育・保育の推進が
困難になっています。

特別な支援を必要とする子どもが、適切に
就学前教育・保育を受けることができ、健
やかな育ちにつながっています。

就学前施設で、良好な環境の中、質の高
い幼児教育・保育が行われ、全ての子ど
もが幼児期の終わりまでに生きる力の基
礎を培うことができています。

幼児期の学びや育ちと小学校での生活が
円滑に接続され、一人一人が安心して豊
かに成長しています。

少子化が進展しても、規模の適正化や高
度化する保護者ニーズへの対応等によ
り、市内の就学前教育・保育施設が適正
に維持されています。

取り組み２　10年後に避けたい三田の状況

地域・事業者・行政が連携と協働によって行う「豊かな心、生きる力を育む就学前の教育・保
育」を通じて、すべての子育て家庭と子どもの健やかな成長を応援するまちを目指します。

A

保育を必要とする子どもの保護者が何ら
かの保育サービスは利用できているもの
の、その内容が各状況に応じた保育ニー
ズと合致していません。

待機児童が解消しているとともに、需要に
見合う保育サービスが供給され、保護者
が多様な保育サービスを選択し利用でき
ています。

就学前教育・保育施設において、特別な
支援を必要とする子どもたちに、きめ細か
な対応ができていません。

就学前教育・保育施設と小学校への接続
が十分になされず、連続性のある学びや
育ちが保障できていません。
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指標の算出方法・算出根拠

少子化の進展により、就学前教育・保育
施設が持続が困難となっています。

厚生労働省が示す「保育所等利用待機児童の定義」に基づく4月1日時点
調査の報告数値

新 ②④
小学校生活に適応できている新1年
生の割合

％ ↑ 単年度 - 増加

継続 ① 保育所等待機児童数 人 ↓ 単年度
39
（R3）

0

増加

新 ⑤
市内就学前教育・保育施設の保育
士・幼稚園教諭の離職率

％ ↓ 単年度 - 減少

新 ②③④
就学前施設における教育・保育によ
り、子どもが大きく成長したと考える
保護者の割合

％ ↑ 単年度

三田市立幼稚園預かり保育条例、三田市地域型保育事業の設備及
び運営を定める条例

第2期三田市子ども・子育て支援事業計画、第3期三田市教育振興基
本計画

令和3年10月頃にアンケートを実施予定。その結果をもとに基準値、目標
値を設定する。

令和3年12月頃にアンケートを実施予定。その結果をもとに基準値、目標
値を設定する。

令和3年10月頃にアンケートを実施予定。その結果をもとに基準値、目標
値を設定する。
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